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　（目的 ）ダ ウ ン 症児に 併発 す るて んかんの 特徴を 検索し

さ らに て ん か んの 発現 に 関与す る因子に っ い て 検討した。

（方法 ）対象は 年令的発 達 段階 をふ ま え た 訓練が な され て

い る 生 後 3 ヵ 月か ら10 歳 （平均 3歳 3 ヵ 月 ）の ダ ウ ン症児

且00 例で ，ト リソ ミ
ー型 98 例，転座 型 2例 ，モ ザ イ ク型 1

例で あ っ た。対象児の 生下時体重は 1700g か ら4028g

（平均 2917g ）に 分布 し ， 低出生体重児は 16 例．出生

時仮死 5 例，鉗子 分娩 6 例で あ っ た 。脳波 記 録は 全例睡眠

Fに 行 ない ，背景活動，紡錘波，突発波 を中心 に 判定 して

臨床所見 と対比 した 。 また突発性異常波の 認 め られ た 症例

に っ い て は 脳 CT 　scan 検査を施行 した。

（結果 ）  ダ ウ ン症 児 の 脳波 は徐波化の 傾向が 強 く，紡錘

波の 出現 に 乏 し く，20 例 に 棘波な どの 突発性異常波 が認

め られ た。この 脳波異常 を示 した 症例 iCCTsca ・・を施行し

た が，全例正常 で あ っ た 。   脳波異常 と周産 期障害 との 間

に は 関連 が な か っ た 。   点頭 て ん か ん を合併 し た 3例 は満

期産で ，周産 期障害を 認 め な か っ た。抗て んか ん薬 とし て

valpreate 　 sodium ，　 clonazepam ，　 ACTH を中心に 投与

した が，発作抑制，脳波改善に 3 例は 異な っ た 経 過 を示 し

た。  Hypsarhythmia 以 外の 異常波を呈した症例に 痙攣発

作を来 た し た もの は い なか っ た 。   点頭て ん か ん を合併 し

た ダ ウ ン症児で の 髄液中の 5 − HIAA 値は ， 32．1 〜49．9

ng ／mt で あ っ た 。

（結論 ）て んか ん移行 へ の 危険 因子 を もち，し か もて ん か

ん波の 出現 して い るダ ウ ン 症児 に は今後 と も注意深 い 観察

が 必要で ， 療育訓練 の 効果を上げ るに は 痙攣発作の 抑制が

大切で あ る。

　 ダ ウ ン 症 児に 合併す る点頭て ん か ん の 治療 に 対す る反応

性の 違い に っ い て も考察を加 えた い 。

　急性小児片麻痺 （半身痙摩、半身麻痺型 ）は 後遺症 と し

て ．て ん か ん 発作 を残す こ とが 多 く、そ の 移行例 は HHE

症候群 （hemiconvulsions、hemiplegia、　epilepsy ）

と呼ばれ て い る。

＜ 目的 ・対 象 ＞

　 14例 の 急 性 小 児片麻痺 （半身痙攣後片 麻痺 型 ）を 発症

後、5 年以 上経過観察 し た 。 うち 10例 に 痙 攣 発作 が 再発

し、HHE 症 候群 と考 え ら れ た 。 こ れ ら 10 例の 臨床像

検査所見 を検討 した 。
10 例 の 経 過観察期間 は 4 〜 8 年

（平均約 6 年間 ）で、現在 も外来観察中で あ る 。

＜ 結果 ＞

　 t ）家族 歴 ・
基礎疾患。 痙攣性疾患 を家族内に 有 した も

の 2 例 。 基礎疾患 と して結節 性 硬化症、骨形成不全症 が 各

1 例 あ っ た 。 髄膜炎の 経過中発症 例が 2 例あ っ た 。

　 2 ）痙 攣再 発 まで の 期 間 。
t 年 以 内 4 例、 1 〜 2 年 目 1

例、2 〜5年 目 2 例、 5 年以降 3 例で あっ た 。

　 5 ）臨床発作型G 部分運動発作 4 例、感覚
・
自律神経発

作 型 2 例、二 次 性 全 般 化型 2例、混合型 （強直、ミ オ ク ロ

ー
ヌ ス 、無動発作等 ）2 例 で あ っ た 。

　 4 ） CT 所見。 半球全体萎縮像 5例 （うち 1例は 硬膜下

血腫 を 伴 う ）、部分萎縮像 1例、孔脳 症 1例、ほ ぼ 正常 5

例 で あ っ た 。

　 5 ）脳波所 見 。 限局性棘 波あ る い は 棘徐波結合 5例、

hypsarhythmia　1例、限局性突発徐波 1例、異常波な し

（急性期の 左 右差の み ）5 例 。

　 6） 痙 攣 以外の 後遺症 g 片麻痺 の 残 存 8 例、ほ ぼ 回復 2

例 。 軽度〜中等度の 知能障害 5 例 。

＜ 結語＞

　 1．急性小児片麻痺 の 痙攣再発率は 高 く、数年篌再発す

る こ と も あ り、充 分 な経過観察が 必 要で あ る 。

　 2． こ れ ら発作 の コ ソ ト P 一ル は 1 例 を 除き、比 較的容

易 で あ っ た 。
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